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Abstract：

Background：IntheseyearstheproportionofeldｅｒｌｙｐｒｉｍｉｐａｒａｉｎＪａｐａｎｉｓｏｎｔｈｅｉｎｃrease

Theadvancedageofprimiparaｉｓｃｏｎｓｉｄｅｒｅｄｔｏｂｅｏｎｅｏｆｔｈｅｐｈｙｓｉｃallyhigh-riskfactors，ａｎｄ

ｔｈｅｒｉｓｋｉｓｏｆｔｅｎｄｉｓｃｕｓｓｅｄｌｔｉｓpredictedthatelderlyprimiparainphysicallyhigh-riskcondi-

tionmayworryabouttheirhealthHowever，mentalnursing-carefocusedontheuneasiness

ofelderlyprimiparaseｅｍｓｔｏｂｅｌｅｓｓｄｉｓｃｕｓｓｅｄＩｔｉｓ，thus，importanttodiscusstheissuesof

mentalnursing-careforelderlyprimiparainordertoencouragetheirinitiativeandtoenhance

satisfactionoftheirchildbearing

PurposeandObjectives：Ｔｈｅａｉｍｏｆｔｈｅｓｔｕｄｙｗａｓｔｏｃｌａｒｉｆｙｔｈefutureissuesofmental

nursing-careforelderlyprimiparabyconductingliteraturesearchesanddiscussioninorderto

contributetoenhancingbothinitiativeandsatisfactionoftheirchildbearing

Methodology：Ｍｅｔｈｏｄｏｆｔｈｅstudywasliteratureresearchlnordertodiscussthefutureis-

suesofmentalnursing-careforelderlyprimiparawesearchedbibliographyconcerningelderly

prlmlpara、

Results：Manydocumentswrittenaboutelderlyprimiparamainlyexplainedphysicallyhigh‐

riskfactorandobstetricaldiseases，whiletherewerefewliteraturesfocusingonthemental

nursing-careforelderlyprimipara・Ｉｎｔｈｅｓｍａｌｌｎｕｍｂｅｒｏｆｎｕｒｓｅ/midwifeliteratures，there

weresomedescriptionsaboutincreasetrendofuneasinessduetowoman,advancedａｇｅＴｈｅｒｅ

ｗｅｒｅｆｅｗｒｅｐｏｒｔｓｏｆｔｈｅｒｅｌevantfactorsandbackgroundsoftheuneasinessofelderly

primiparawhichwereconductedbyresearcherIsindependentanalysis

Conclusions：Thesurveyoftheliteraturessuggeｓｔｅｄａｓａｎｉｓｓｕｅｉｎｔｈｅｆｕｔｕｒｅｔｈｅｎｅｃessity

ofimplementingresearchtodisclosethefactorsconstitutingtheuneasinessofelderly

primiparaｌｔｗｉｌlmakethementalnursing-careforthemsatisfactory．

ＫｅｇｍｏＭｓ：elderlyprimipara，mentalside，uneasiness，nursingcare
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Ｉ緒言 Ⅲ．研究方法

近年、我が国では、女性の高学歴化や雇用労働

者の増加などを背景とした少子化及び出産年齢の

高齢化が問題視されている。人口動態統計’）に

よる2007年の合計特殊出生率は１３４と、2005年

の126よりやや上昇してはいるが、少子化の改善

にはほど遠い数値である。合計特殊出生率が低い

ことは、出産が女性にとってライフサイクルの中

で１回または２回という、数少ない貴重な体験と

なっていることをも意味している。

出産の高齢化により高年初産婦の割合は増加傾

向にあり、今後もますます増加すると予測される。

母体が高齢であることはハイリスクの一因とされ、

高齢妊娠・出産の身体的リスクへの対応に関して

は論じられることが多い。しかし、身体的リスク

を抱えた高年初産婦の不安傾向は度々指摘される

が、心理面へのケアに関して詳しく論じたものは

あまりみられない。

そこで、本研究では、高年初産婦に関する文献

を検討することにより、高年初産婦の心理面に対

する看護ケアの今後の課題について検討した。

1．文献研究

ｌ）文献検索方法

（１）検索対象文献

国内及び国外の高年初産婦に関する文献につ

いて検索し検討した（表ｌ）。

学術論文については、国内では、『医学中央

雑誌｣、『最新看護索引｣、『CiNii｣、『GoogleS

cholar」のデータベースにより、「高年初産婦｣、

「高齢初産婦」の用語を用いて検索した。タイ

トルに「高年初産婦｣、「高齢初産婦｣、または、

それらを示していると判断される用語で表現さ

れている文献も検討の対象とした。

国外では『○vidSP｣、「PubMEDCentral｣、

『GoogleScholarl『SCOPUSjのデータベー

スから英語論文を“elderlyprimipara"、“elderly

primigravida”の用語を用いて検索した。国

内同様、タイトルに「elderlyprimipara｣、「el

derlyprimigravida｣、または、それらを示し

ていると判断される用語で表現されている文献

も検討の対象とした。

看護学・助産学系のテキスト類を含む図書に

ついては、国内の文献を検索対象とした。熊本

大学○PACで「高年初産婦｣、「高齢初産婦」の

用語を用いて検索し、併せて国内出版のテキス

ト類について検索した。

Ⅱ研究目的

高年初産婦の出産の主体`性と満足度向上に資す

るために、文献を検索し検討することにより、心

理面に対する看護ケアの今後の課題について検討

する。 (2)検索対象期間

検索対象とする文献の発表期間を1992～2008年

とした。これは、日本産科婦人科学会が1992年

表１国内外の文献検索データベース

－９２－

学術論文データベース 図書類データベース 看護学・助産学テキスト類

国内

医学中央雑誌
最新看護索弓’
ＣｉＮｉｉ

GoogleScholar

熊本大学ＯPＡＣ テキスト類

国外

ＯｖｉｄＳＰ

PubMEDCentral

GoogleScholar
SＣＯＰＵＳ
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乳幼児、傷病者、高齢者や虚弱者等への世話等

を含むものをいうの。

3）分析方法

高年初産婦に関する学術論文を、国内及び国

外のそれぞれで発表の年毎に整理し、文献の数

の面から発表数の推移について分析した。

つぎに、文献の内容の面から、国内及び国外

の学術論文のなかから高年初産婦の心理面を扱っ

た文献を抽出、検索し、記述内容について分析

した。

国内の看護学・助産学系のテキスト類を含む

図書のなかから高年初産婦及びその心理面を扱っ

たものを抽出し、記述内容について分析した。

に、それまで30歳以上としていた高年初産婦の

定義を、周産期母児管理の進歩、改善によって

産科的異常の発生頻度が減少したとして「35歳

以上の初産婦を高年初産婦とする」と定義し

た2)ことを受けたものである。2008年について

は国内の学術論文は６月時点、国外の学術論文

は10月時点におけるものを対象とした。

看護学・助産学系のテキスト類を含む図書に

ついては、2008年６月時点におけるものを対象

とした。

2）用語の定義

(1)高年初産婦

高年初産婦とは、日本産科婦人科学会の定義

に基づく３５歳以上の初産婦である。高年初産婦

は、軟産道強靭などによる分娩障害、染色体異

常児などの頻度が高まるという理由で、要注意

妊婦という意味での名称である3)。

なお、文献によっては高齢初産婦、高年齢初

産婦という用語を使用している場合があり、文

献の内容から日本産科婦人科学会が定義する高

年初産婦と同様に扱われているものと判断して、

検討の対象とした。

(2)看護ケア

看護ケアとは、日本看護協会の用語解説に基

づき、主に看護職の行為を本質的に捉えようと

するときに用いられる、看護の専門的サービス

のエッセンスあるいは看護業務や看護実践の中

核部分を表すものをいう。ケアは同義語として

用いられる。また、看護とは、人々の生活の中

で営まれるケア、すなわち家庭や近隣における

Ⅳ、結果

高年初産婦に関して1992年から2008年にかけて

発表された国内及び国外の学術論文数の推移を図

１に示した（図ｌ）。

１．国内文献について

学術論文の数についてみると、国内における総

数は36件であった（図ｌ）。発表年別の件数をみ

ると、1993年及び、1996年、1997年に６件と最も

多く、1992年及び、1994年、2004年がこれに続い

ていた。

学術論文の記述内容についてみると、３６件のう

ち高年初産婦の心理面を主に扱っている論文は７

件5m)であった。これらの他は、高年初産婦を統

計的側面から考察した論文や産科的リスク、高年

初産婦の管理、合併症などとの関連について記述

８
６
４
２
０

論
文
数

年

1９９２１９９４１９９６１９９８２０００２００２

図１国内外の学術論文件数

注ｌ）1992～2007年のグラフ（2008年は除く）

2００４２００６
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表２高年初産婦の心理面を扱った国内の看護学・助産学系学術論文の概要

注１）1992～2008年６月時点のデータである。
注２）高年初産婦他の表現については、著者の記述に従った。

あげ、出生前診断に対する説明や知識普及の必要

'性を述べた。

田中ら8)は、高年齢初産婦の産後の漠然とし

た不安に対して、電話訪問による不安予防の可能

`性について述べた。

杉原，)は、高年初産婦の実態を把握した上で、

身体的側面、精神・社会的側面から看護のあり方

を考える必要性について述べた。

直田ら'0)は、高齢初産婦は挙児希望の意識が

強く、また、高齢であるというこだわりから妊娠・

分娩への不安を増強させている可能性が強いと述

べた。

土居らＩＤは、高齢であることに漠然とした不

安を抱える高齢初産婦に対し、高齢であることを

問題とせず、合併症に配慮し、前向きになれるよ

うな関わりの必要`性を述べた。

したもの等であった。

高年初産婦の心理面を扱った論文７件5.11)につ

いて、各論文における研究目的．方法、対象者及

び記述の概要を、発表年次順に表２に示した（表

２）。併せて、各論文における高年初産婦の心理

面に関する記述の概要を、以下のように整理した。

西田ら印は、妊娠・分娩体験における妊産婦

の満足度に焦点を当て、妊婦のもつ理想と現実の

格差を小さくすることの重要`性と援助のポイント

について述べた。

近藤ら6)は、３５歳以上において頻度が高い帝

王切開術による分娩では、出産体験をネガティブ

にとらえないための産後サポートの必要性を述べ

た。

安藤7)は、高齢初産婦では胎児異常について

の知識不足から不安が増大する可能性等について

－９４－

研究者

研究年
研究目的・方法 対象 内容

西田ら

1９９３

5）

高年初産婦の妊娠・分娩状況、及び満足度に影響す

る因子を分析し援助の方法について考察。

質問紙法

高年初産婦11名 ･妊娠・分娩を満足度の高い体験にするためには、

妊婦のもつ理想と現実の格差を小さくする。
･援助のポイント：妊娠中に妊娠像を明確にし、妊

賑・分娩に対する理想や考えを把握する。分娩体験

を振ﾄﾉ返り、マイナスの因子を調整する。退院後の
個々の生活に合わせ、自己対処の方法を見いだす。

近藤ら

1993

６） 助産技術学実習における実習環境の特性を明らかに

する目的で、高年初産における年齢階級別産科異常

の頻度を調査。

30歳以上の高年初産

婦326名

35歳以上に頻度が高い帝王切開に対して、出産体験
をネガティブなものと捉えないための出産後のサボー

ﾄの必要性。

安藤
７）

1９９６

出生前診断における看護について考察することを目

的に、妊娠期のプロセスにおける高齢初産婦の胎児
異常に対する不安と対処の実態を、羊水検査との関

係から分析。

面接法

高齢初産婦42名 多様な生活経験や価値観に適した具体的な援助が必

要。
胎児異常の不安を増大させないためには、出生前診
断に対する説明や知識の普及が必要。

田中ら
1９９７

８） 高年齢初産婦産後電話訪問事業の在り方の基礎資料
とするための効果測定。
電話訪問、質問紙法

30歳以上の初産褥婦

64名

産後の漠然とした不安に対して、電話訪問による予

防の可能性を推測。

杉原
９）

1９９７

高年初産婦の現状とその問題点を文献から検討し、

看譲の方針について考察。
文献検討

国内外の文献 高年初産婦の実態を把握し、身体的側面、精神・社

会的側面に合わせた看議が必要。
高年初産婦に不安を与えず、加齢によるリスクを考

慮した集中的な管理と個人にあった保健指導・援助

が必要。

直田ら
2001

10） 高齢初産婦の妊娠への意識を中心とした実態を知る。
質問紙法

高齢初産婦48名。 高齢初産婦は、妊娠・分娩への不安を増強させてぃ

る可能性が強い。また、拳児希望の意識が強い。

土居ら

2005

１１）

高年齢初産婦の入院生活に対するニーズを明確にす
る ◎

質問紙法

高年齢初産婦９名 高齢であることに漠然とした不安を抱える高年齢初

産婦に対し、前向きになれるよう関わることが必要。

医療者の対応や達成感の有無などに出産の印顔は左

右される。ケアは、専門的な対応が評価され、やさ
しさや安心感を持ち精神的に支える姿勢が求められ

る。年齢的な配慮を求めており、心身の変化に沿っ
た個別的なケアが望まれる。
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表３高年初産婦を扱った国内の看護学・助産学系のテキスト類・図書の記述概要

…
注１）1992～2008年６月時点のデータである。

注２）高年初産婦他の表現については、テキスト類、図書の記述に従った。

２国外文献について

国外の高年初産婦に関する学術論文の総数は2008

年までに12件であった（図ｌ）。論文数を発表年

別でみても、1994年、1999年、2003年にそれぞれ

２件と極めて少数であった。

記述内容についてみると、１２件のうち高年初産

婦の心理面を主に扱っている論文は３件で、母親

役割の獲得過程や地域でのケアの必要性、夫と家

族の支援の重要性などについて記述したものであっ

た'２．M)。これらの他は、高年初産婦を統計的側面

から考察した論文や産科的リスク、周産期の転帰

などとの関連から記述したもの等であった。

３．看護学・助産学系のテキスト類及び図書につ

いて

2008年６月時点において、高年初産婦に関する

記述のある国内の看護学・助産学系のテキスト類

は７件'5.21)、図書は６件22-27)、合計13件であった

－９５－

テキスト類・図書名 発行年 内容

テ
キ
ス
ト
類

母性看護学１．妊娠・分娩
15〉

新版テキスト母性看護Ⅱ
16）

助産学講座６助産診断・技術学Ⅱ

[1］妊娠期'7）

助産学講座７助産診断・技術学Ⅱ
[2］分娩期・産褥期'8）

系統看護学講座専門2５

母性看護学２
19）

新体系看護学全書第33巻

母性看護学②
妊婦・産婦・褥婦・新生児の看護20）

母子看護学母性看護学［第２版］
21）

1９９４

2005

2007

2007

2008

2008

2008

高年初産婦の定義

高年初産婦の定義
高年初産婦の看護。分娩時の疲労、焦り、不安。陣痛発作を強く感じ、帝王切開
を望んだり、家人をまきこむパニックに陥る可能性を理解した看護が必要。不安、
緊張を軽減させるための援助。母親役割獲得への援助。
軟産道の異常。

高年初産婦の定義。計画的な挙児の遅延、長い不妊症後の妊娠、避妊の失敗など
によりケアが異なる。生活設計の支援。高年妊娠の産科異常。染色体異常児に対
する不安。出生前診断の希望に配慮、意思決定の支援。

高年初産婦の定義

高年初産婦の定義

高年妊婦の看護。初産婦のハイリスク要因、妊娠期・分娩期・産褥期の異常。個々
の状況をふまえた保健指導が重要。
先天異常についての不安。染色体異常や出生前診断などの情報提供、夫婦の意思
決定への援助。

高年初産婦の定義。分娩経過、処置。
高齢妊婦の看護。高年齢の初産婦の分娩時の異常。先天異常児の頻度が高くなる。
流早産や妊娠高血圧症候群の予防。高年齢による不安や恐れ。児の健康への期待。
個別に心理的援助。妊娠・分娩・産褥経過、育児などの予期的指導と正しい知識。
高齢出産の不安や恐怖を軽減。

高年初産の定義。４０代では胎児の染色体異常や母体の合併症が増加、生殖年齢の
終わりに近づく。

図
書

図説妊産婦の保健・医療ガイド
22）

C1inicalNursingGuidel3母性
23）

新図説臨床看議シリーズ第12巻

母性看護（含婦人科)24）

看護観察のキーポイントシリーズ

[改訂版]母性１２５１

助産師・看護師必携

産褥・退院支援ガイドブック輯）

今日の助産

マタニティサイクルの

助産診断・実践課程27）

1９９５

1９９５

1９９７

2002

2003

2003

高年初産婦の定義。高年今の妊婦では、母体には流・早産、妊娠中毒症などが増
し、児には染色体異常、低出生体重児の頻度が高い。難産、胎児の異常（奇形）
に対する心配・不安。背景を考え、身体的・精神的の両面に思慮深く対処。管理。

高年初産婦の定義。高年妊娠の問題点、分娩中や胎児、新生児の問題。妊婦の強
い不安に対する精神的支援の必要性。

高年妊娠の看護のポイント：妊婦の背景、不安傾向への対処、病態把握、合併症
予防、異常分娩への備え、体力の回復、育児指導、自信を持たせる。

高年初産婦の定義

高年初産婦の定義。妊娠中毒症、流早産、周産期死亡、分娩第３期異常出血、帝王
切開分娩の頻度が高く、染色体異常、奇形の発生が増加。

高年初産婦の定義。
高齢出産の現状。援助の基本：人生観・価値観がある。リスクの有無。個別性の
把握。育児への自信。母親自身の持つ力。母親役割獲得過程：年齢が高くなるほ
ど母親役割への適応や満足度が高くなる傾向。母親自身が判断できるよう知識や
方法を提供。サポート体制。家族計画。

高年初産婦の定義。流産にともなう不安。微弱陣痛の危険性。過強陣痛の危険性：
分娩に対する強い不安、恐怖による子宮筋の興奮性冗進の危険性。軟産道強靭に

ともなう退行性変化逸脱の危険性。乳汁分泌量が低下する傾向。
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(表３）。

これら'3件のうち高年初産婦の心理面及び看護

ケアに関して記述したものはテキスト類で４

件lm7Ja20)、図書で４件22232風27)、合計８件であっ

た。

この８件における記述内容についてはテキスト

類と図書類で大差は認められず、その概要は大体

以下のようなものであった。高年初産婦の妊娠．

出産は年齢が高くなるほど母親役割への適応や満

足感が高くなるという傾向を指摘した記述や、高

齢であることから妊娠・分娩に関する産科異常、

胎児異常、育児に関する不安傾向が強いことを指

摘した記述等であった。また、看護ケアに関して

は、高年初産婦の背景を理解・考慮した身体的．

精神的・個別的なケアの必要,性についての記述等

であった。

13件の残り５件のうちの２件21.25)は、高年妊娠

をハイリスク・異常妊娠・分娩との関連で記述し

たもの等であった。また、残りの３件I風1824)は、

高年初産婦の定義を説明したものであった。

見ても、国内外で出産の高齢化が指摘されている

割には、高年初産婦に関する学術論文発表が活発

である印象を受けることはできなかった。

学術論文の内容に関しては、国内外ともに産科

的異常に関するものが多く、高年初産婦の心理面

に焦点を当てた論文は少ないことが明らかになっ

た。

高年初産婦の心理面に触れていた国内論文７

件511)は、高齢であることによる漠然とした不安、

胎児異常に関する不安、高齢であることにより不

安が増強すること等について述べていた。看護ケ

アに関しては、高年初産婦の背景及び妊産褥期の

リスクを重視し、多様な生活経験や価値観を考慮

した個別的で具体的なケアの必要性を挙げたもの

や、妊産婦自身のセルフケアの必要性を挙げたも

のであった。しかし、心理面を扱った論文では、

高年初産婦の心理を身体的リスクから推測して述

べたもの、あるいは他の研究項目との関連で述べ

たものが多く、研究者独自の調査結果に基づき、

不安要因に焦点を当てて系統的に明らかにした文

献は殆どみられなかった。

国内の看護学・助産学系テキスト類及び図書で、

高年初産婦の心理面について記述したものは８件

であったIalZ1a2q2a2326,27)。これらは、高年初産婦

のもつ心理的傾向を、不安・心配・焦り・恐怖と

して記述しており、心理面に対するケアについて

詳述したものは殆どみられなかった。このような

実態は、これから看護師、助産師となる学生達の

テキスト類において、今後ますます必要と考えら

れる高年初産婦のケアに関する記述を充実させる

必要`性を示唆していた。

新道ら31)は、妊婦は妊娠を喜ぶ気持ちのいつ

ぽうでは、当惑や不安の感情をも経験することが

多いと述べている。高年初産婦の場合は、高齢の

ために出産に対してより大きなストレスを感じ、

不安を増強する傾向にあることは容易に推測でき

る。したがって、少子化社会の中で高年初産婦が、

数少なく貴重な出産を、主体`性を持って安心・満

足して体験できるためには、不安の要因を明らか

Ｖ・考察

出産の高齢化は国内外で指摘2830）されており、

高年初産婦の妊娠・出産及び胎児に関する産科的

リスクへの対応は極めて重大な課題である。また、

高年初産婦の出産の主体性と満足度向上を重視す

る看護ケアの視点から、身体的リスクに伴って推

測される妊産婦の心理的不安感への対応は看過で

きない重要な課題である。

我々は今回、1992年から2008年に渡る過去約１６

年間に発表された高年初産婦に関する国内及び国

外の文献を検索し、心理面に対する看護ケアの視

点から分析・考察を試みた。

文献検索の結果、高年初産婦に関する学術論文

は国外よりも国内において多く見出すことができ

た。国内学術論文の発表年次別の推移をみると、

図ｌに示すように発表数が有る程度多い年は数回

のピークとなって表れている。しかし、長期的に

－９６－



高年初産婦に関する文献研究一心理面への看護ケアに焦点をあてて－

引用文献にし、心理面に対する看護ケアを充実することが

必要である。

今回の結果は、高年初産婦の増加が予測される

今日、心理面に焦点を当てた研究の必要性を示唆

していた。

ｌ）厚生労働省：平成19年人口動態統計月報年計（概数）の

概況，
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版，東京，1994.

16）後藤節子他編：新版テキスト母性看護Ⅱ，212-213,241‐

242，名古屋大学出版会，愛知，2005.

17）我部山キヨ子他編：助産学講座６助産診断・技術学Ⅱ

［１］妊娠期，308-309,医学書院，東京，2007.

18）我部山キヨ子他編：助産学講座７助産診断・技術学Ⅱ

Ⅵ．まとめ

高年初産婦に関して過去約16年間の文献を検索

し、検討した。考察の結果を以下のようにまとめ

た。

１．高年初産婦に関する文献は、国内外ともに産

科的異常及びハイリスクを扱ったものが多く、

心理面に対する看護ケアを扱った文献は少なかっ

た。

２．高年初産婦において不安が増強される傾向は

指摘されていたが、不安要因についてその根拠

を系統的に分析した文献は殆どみられなかった。

３．今後、高年初産婦の不安に関する要因を探究

し、心理面への看護ケアを充実させる課題が明

らかになった。

Ⅶ．おわりに

高年初産婦が抱える不安については、推測はで

きても要因について明らかにすることは決して容

易ではないと考える。生殖医療の目覚ましい発展

も、高年初産婦の心理面への看護ケアにおいて、

今後新たな課題を持ち込むことが予測される。医

学の進歩や女`性のライフスタイルに対する考え方

の変遷など、環境の変化に対応した高年初産婦の

心理面への看護ケアが重要であると考える。
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